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松江市医師会 

医療従事者向け集団接種 

 

◎統括医師…全体の動きを見つつ不測の事態に対応する。救急対応の第一人者。 

 

（１）体温測定（配置数：事務職 2人） 

・医療機関単位で受付する。 

・非接触式にて体温測定 →37.5℃以上は帰宅していただく。 

・体温に問題ない人は、問診票に体温の数値を記載し受付へ案内する。 

・受付番号を渡す。 

 

（２）受付（配置数：事務職２人） 

・予約者名簿と突合し、予約者名簿にチェックする。 

→予約がなかった場合は、接種には予約が必要であることを伝えてお帰りいただく。 

→同日時間枠外の方が来た場合、早く来た場合は時間まで待たせ、遅れて来た場合は受け入れる。 

・診察スペース前で並ぶよう案内する。 

 

（３）診察スペース誘導（配置数：事務２人） 

・待合スペースで受付番号順に並ばせ、空いたところへ案内する。 

〔診察の上、接種不可の人がいれば〕 

・統括医師を呼び、接種不可者が出たことを報告する。 

（統括医師は不可の理由に応じて、次回予約に向けた指導を行う。） 

 

（４）診察（配置数：医師５ ※各ブース１人） 

・診察により、接種可否について判断する。  

〔接種可の場合〕 

・予診票の質問事項下欄の医師記入欄の「可能」にチェックし署名する。接種医師名にも署名する。 

・先に進むよう案内する。 

〔接種不可の場合〕 

・入口（進行方向と反対）側の誘導係を呼び、接種不可である旨を伝える。 

 

（５）接種スペース誘導（配置数：事務 6人） 

〔接種可の場合〕 

・待合スペースで順に並ばせ、空いたところへ案内する。 

・接種する側の服を肩口まであげるよう促す。（利き腕と反対側を推奨） 

〔接種を終えた人〕 

・間違えて「接種スペース」に再び入らないように注意し、待機スペースへ案内する。 

 

 

 

 



（６）接種（配置数：看護師 10人 ※各ブース２人） 

・本人確認をする。 

・予診票の質問事項下欄の医師記入欄の「可能」のチェックと署名があることを確認する。 

 →ない場合は医師へ記入してもらう。 

・上腕三角筋部を消毒綿で消毒する。 

・接種し、接種部位に絆創膏を貼る。 

・接種部位は、揉まずに軽く押さえる程度にするように伝える。出血しやすい方は 2分以上。 

・予診票を被接種者に渡す。 

 

（７）健康観察～待機原則 15分～（配置数：看護師５人） 

＜看護師４人+看護リーダー１人＞ 

・アナフィラキシーショックの初期症状を見逃さないために、掲示物やスライドショーを見るようア

ナウンスし、本人からの申告を促すほか、定期的に声をかける。 

・待機時間が過ぎた方を「接種確認書」発行スペースへ誘導する。 

〔体調不良者が出た場合〕  

・救急対応スペースへ移動させる。動けない方はストレッチャーベッドを利用する。 

・看護師は、本人が持っている予診票を預かる。 

・統括医師 1名ならびに診察の医師複数名を呼ぶ。 

・事務職が待っている方へ「救急対応が発生した」旨を伝え、しばらくお待ちいただく。 

・待機スペースにいる看護師が、バイタルサインをチェックし、状態の経時記録をする。 

・医師の判断により、救急搬送を手配する。 

 

（８）「接種記録書」発行（配置数：事務職２人） 

・予診票の処理 

  １．予診票に○やサイン漏れがないか確認 →あれば被接種者または接種医に追記依頼 

  ２. 「接種記録書」を渡す。 

・以下の事項を伝える。 

１． 本日のワクチン接種は終わったこと 

２． 接種回数に応じて以下の事項を伝える 

1回目接種：2回目接種が必要であること（ファイザー社製…3週間後）  

2回目接種：接種が完了したこと、「接種記録書」を健康手帳などに貼付して保管すること 

 

（９）希釈・充填（看護師・薬剤師６～７人） 

・ワクチン準備：ワクチンのメーカー、有効期限を複数で確認する。 

・接種予定数のバイアルを見比べ、変わった点がないか複数人で目視確認する。 

・本日の予約者数を確認し、必要なバイアル数を出す（予定より２本程度少なめに） 

・ファイザー社ワクチン： 

１．接種前にクーラーボックスから出し室温にして融解する。６時間以内に使用する。 

２．接種前に接種用とは別の希釈用シリンジを使って、付属の生理食塩水で希釈する。 

４．希釈した時間から 6時間後の時間を付箋に記入しトレイに貼る。 

３．1バイアルあたり 6回分、接種用シリンジに規定量を吸い上げ準備する。 
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予診➤医師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 通常、待機時間は「15分」です。 

  アレルギー体質でご心配がある場合には「できれば 30分」、 

  アナフィラキシーの既往がある場合には、「必ず30分」待機していただいてください。 

２） 聴診や咽頭視診は必要がある場合のみ行ってください。 

３） 不明な点がある場合には、統括医師へお気軽にご相談ください。 

  

① サインを 2 箇所

お願いします 

②年月日の記載を 

お願いします 



接種➤看護師 

 

〇手袋を装着する 

〇接種が終わる度に（手袋装着したまま）消毒をする 

    

   1.「お名前をフルネームで教えてください」 

2．「横向きに座ってください」「利き腕と反対側がお勧めです」 

3．「上肢の力を抜いて手をダラリと下ろしてください」 

4．接種部位を定める 

（奈良県立医大推奨場所➤脇の下の上縁を水平に結んだ線と肩峰中点からの垂線の交点） 

5.「アルコールにかぶれたりしませんか？」 

6．消毒をする（アルコール過敏症の場合にはアルコールフリーの消毒綿を使用） 

7．接種をする 

8．絆創膏を貼る（補助がいる場合、補助が貼ってもよい） 

9．「もまないでください」 

10．接種時間を伝える 

      「○○時○○分に接種をしました。 

15分の待機があります。 

お時間はご自身でみてください。 

      気分が悪くなられましたら救護看護師がおりますのでお知らせください」 

 

      接種看護師 1レーンに 2名の場合 

         接種看護師と補助は相談して適宜交替してください 

 

11．「お疲れ様でした」とお伝えください 

 

       

 

  



   観察➤看護師 

 

●接種開始前  

・リーダーを決めていただく 

・救急外来へのルートを確認する  

・院内電話PHSの予定でいる人の確認をする    

・救急カート  アドレナリン、注射針、消毒の位置確認 

・アドレナリン準備の確認 

・血圧計、サチュレーションは自分達で一度試しておく 

・バイタルチェック 記録用紙の確認 

 

●接種開始 

・様子観察 

    看護師2名の場合      を優先 

     配置は図参照 

    

                      

                 

 

 

◆気分不良者が出た場合 

 

❶気分不良者の同行者（できれば所属医療機関の長かリーダー）に付き添っていただく。 

❷救急コーナーへ案内する。場合によってはストレッチャーを利用。 

❸統括医師へ連絡！ 

❹アナフィラキシーを疑う際は迷わず医師全員と看護師を集める！ 

❺救急外来搬送の指示がでたら、 

院内PHS電話で救急外来看護師へ連絡をする 

     番号  ５１００ 又は  ５１０１ 

❻救急外来へ搬送は 2名の看護師が付き添う 

（心停止などの場合は医師 1名も付き添う） 

❼予診票と記録用紙を持って行く 

❽救急外来へ到着したら 1名は患者さん付き添い、1名が受付をする 

      

※ 様子観察看護師2名の場合は接種看護師 1名が応援で搬送に入る 

※ 充填看護師は終了後に協力していただく 

     

●様子観察終了後        

・リーダーが統括医師に報告をする     「体調不良者    名でした」 

  

出口 スクリーン 

受付 

15分待機場所 

（最大70名のイス） 



 充填➤看護師 

 

 

 

 

充填についての動画を見る。 

充填は二人一組で行うとよい。 

ワクチン１Vより5人分のワクチンを充填する。 

３６０人分のワクチンを看護師・薬剤師6人で準備する場合、1人が約12V（６０人分）充填する。 

原則では、5人分充填した後のバイアル内に残ったワクチンを混ぜて使用してはならない。 

始めに看護師・薬剤師1人に6V分配する。その充填が出来たら残りの6V分を冷蔵保管BOXより取り

出し更に充填する。 

ただし、BOX内の最後の２V分は当日キャンセルの人数合わせのため取っておく。 

ワクチンは衝撃や紫外線等に非常に弱いため取り扱いに注意が必要である。 

手順等ミスが生じた場合は速やかに申し出ること。 

１トレーに10人分のワクチンを準備する。 

紫外線対策として遮光フィルムでおおう。 

トレーは10人分そろったら重ねて良い。 

針のついたもの以外はゴミ袋に破棄してよい。（余った生食もOK） 

使用済みのトレーはアルコール消毒し、再利用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナワクチンの充填について（１バイアル 5人分パターン） 



【1トレー（２V・１0人分）の充填に必要な物品】 

解凍されたワクチン ２V（１V中に0.4５ｍｌのワクチン原液） 

生理食塩水（２０ｍｌ） ２本（20ｍｌのうち、1.8ｍｌを使用。残は破棄） 

注射器・希釈用（３ｍｌ）２本 

注射器・ワクチン用（１ｍｌ）10本 

注射針（２５Ｇ）１2本（希釈用２本、ワクチン用10本） 

トレー １（ワクチン10人分を１トレーに準備する） 

遮光用フィルム １枚 

手袋 

アルコール綿 

 

【手順】 

①手袋をする 

②注射器に２５Gの針をセットする（希釈用・ワクチン用） 

③ワクチンをゆっくりゆっくりと上下に10回転倒混和する 

④生理食塩水の開封部分をアルコール消毒した後、開封する 

⑤希釈用注射器で生理食塩水を1.8ｍｌ吸い上げ、 

正しい量かペアの看護師とＷチェックする 

  （残った生理食塩水は破棄する） 

⑥ワクチンのバイアルの蓋を開け、 

アルコール消毒し生理食塩水1.8ｍｌをゆっくり注入し、針を抜く前に 

 エアーを1.8ｍｌ抜く（使用済みの注射器３ｍｌと針は破棄する） 

⑦希釈したワクチンバイアルをゆっくりゆっくりと10回転倒混和する 

⑧アルコール消毒の後、ワクチン用の注射器でエアーを上手に抜きながら、 

0.3ｍｌのワクチンを吸い上げる 

⑨トレーに置き、遮光フィルムを被せておく（⑧～⑨を5本分繰り返す） 

 

 

 

  



 



松江市医師会としては 

奈良県立医大のマニュアルを 

推奨します！ 



 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松江市医師会医療従事者向け集団接種運営」「接種」マニュアル 第1版 

会場：松江市立病院がんセンター３階 

作成：2021年4月 15日 

制作：新型コロナウイルスワクチン接種検討班 

 

 
こうして運営が滞りなく行えるのも 

全てご協力いただきましたみなさまの「おかげ」です。 

ありがとうございました。 


